
① 新聞やアルミ缶などの資源回収

②
ごみや空き缶拾いなどの地域をきれいにする
活動

③ 草花などを植える活動

④
地下水の水質や量、湧き水がある場所などを
調べるイベント

⑤ 田畑や林・森・山を守る活動

⑥ 身近な自然（動植物や昆虫・化石）の観察会

⑦
外来生物（もともと日本に生息していない動植
物）を見つけて駆除する活動

⑧ 野外キャンプなどの自然を体験するイベント

⑨
農作業の手伝いや貸農園・体験農園などでの
農作業体験

⑩ 星空の観察

⑪
歴史的・文化的なまちなみや風景を巡るイベン
ト

⑫ ごみ処理施設や下水処理施設などの見学

⑬ フリーマーケットやバザーなどへの参加

⑭ 地球環境問題を体験的に学ぶイベント

⑮
都会の小中学生との、大野の自然の中での
交流
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環境の現状と対応すべき課題（アンケート調査結果）

５．市民・事業所・小中学生アンケートの結果

 重要度が高く、かつ、関心度が高い環境問題 ⇒市民が取り組みを求める重点課題
①地下水の水質汚濁、地下水位の低下 ②ごみ問題 ③地球環境問題

 環境問題（全般）に対する関心度・重要度 （市民）①市民アンケート
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 居住地区の環境に対する満足度・重要度 （市民）

 地球規模の環境問題 「地球温暖化」「海洋汚染」の関心度が高い
⇒異常気象やごみ問題等、身の回りの環境問題と結びつけた取組を推進する

 満足度が低いが、重要度が高い身近な環境 ⇒改善してほしい環境課題
①川のきれいさ（河川・用水路） ②市民のマナーの良さ（ポイ捨て・ごみ分別など）

 重要度が低いが、満足度が高い身近な環境 ⇒守られていて当然の環境。監視体制等の強化
①まちの静かさ ②暮しの安全性

 市に期待する施策の上位回答 ⇒市民が求める取り組むべき具体的な施策
（全ての世代）①設備導入に対する助成 ②環境保全の取り組み方や環境問題に関する情報提供

③研究・学習・活動のための施設整備や拠点作り

（10代） ⇒ＳＮＳ等を活用した情報発信の方法を検討する必要あり

（20代・30代・40代） ⇒子育て世代が家族等で自然と触れ合うことのできる環境づくり

②事業所アンケート

 前回（2010）調査よりも環境保全に対する意識向上
⇒実際に行動に移すことを促す取り組みが求められる

 市に期待する施策の上位回答 ⇒市民が求める取り組むべき具体的な施策
①環境負荷を減らす設備導入に対する助成 ②取組事例やガイドライン、関係法令等の情報提供

③小学６年生・中学３年生アンケート

 学習意欲の高い環境問題 ⇒効果の高い環境教育のテーマ
①地球環境問題 ②優れた自然環境の破壊、野生生物の減少 ③身近な自然や生き物の減少

 参加したい環境活動 （小中学生）

 小学6年生に比べ、中学3年生の学習意欲が低い ⇒中学生に対する環境教育が課題

 参加したい環境活動 ⇒参加しやすい環境活動のテーマ
①星空の観察 ②ごみや空き缶拾いなどの地域をきれいにする活動
③野外キャンプなど自然を体験するイベント

 お気に入りの場所や風景 ⇒これらを活用することで、高い効果の得られる可能性あり
①大野城 ②イトヨの里 ③御清水 ④六呂師高原 ⑤ふれあい公園

 将来に残したい大野の誇りや象徴としての環境 ⇒10年後の目標（守るべき大野の環境）
①湧水地、名水（地下水） ②日本一の星空 ③歴史的風情の残る町割りや町並み
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